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Kyoto University
は，研究者と図書室職員双方に大きな意味がある
ものと考えている・
　大学図書館の機械化が進んでいる咋今，理工学
系研究所の図書室として今後どのような形にして
ゆくべきであろうか。内的問題として，情報の収
集，整理，蓄積，利用一その他いわゆる情報検索
を通じての研究者へのサービスの向 Lと同時に，
外的には他機関とのネットワークの問題が重大に
なってくるであろう。中央図書館，人文・社会系
図書室とはまたちがった観点より，明rlの図書館
の姿を描いている
　当実験所の附属施設としてr原子炉応川センタ
ー があるが，この中に展示室，大講習室がある
他，図書室を設け，約3，000冊の本を置いてい
る。これは主に原子力関係を中心とした自然科学
関係の図書を集め，所員の他，一般の利用にも供
している。又，小巾学生を対象とした児童図書，
学習参考書も備え，土曜日，日曜日には子供たち
で賑わっている。
　場所が人家から少し離れている難はあるが，開
???????????????? ???
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館2年を経過した現在，利用登録者1500名余り，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入館者は月平均1200名に達し，小図書室としては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者も定着してきた観がある。
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相互における文献複写業務が改善され，これま
でのようにいちいち納入告知書を作成したり，
現金書留を送ったりする必要がなくなり，複写
データ処理センター（大阪）で作成する収支の
リストにより次年度に一括精算処理ができるこ
とになった。これにより国立他大学に文献複写
を依頼・入手する期間が著しく短縮されること
になるが，その窓口及び手続きは次のとおりで
ある。
1．校費で申込む場合
　窓ロは，申込者が所属する各部局図書館・
室。ただし，教養部〔来年度実施）及び図書系
の掛をもたない部局の一部は附属図書館（文献
複写室）が窓口となる。
　手続は，①所定の申込書（依頼書を含む）で
／申込む。②窓口から複写物到着の連絡を受けた　館，医学図書館，薬学図書館，東洋学文献セン　2
7ならば，料金を確認の」二複写物を受取る。ただ／し附属図書館が窓。となる胎まこのほか剛
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　窓口は，附属図書館　〔文献複写室）である　イ
が，医糊，同附属病院，結核胸部疾患研究／
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館で里伽・．ま燦学部・岬農学部・人文科学研／
究所所属の利用者はそれぞれの部局図書室で受　！
付ける．ただし人文科学研究所（東一条噺属／
の型霧鱒講馳翻畿含む、で申1
込む・②窓口から複写物到着と料金の連絡を受／
けたならば，料金と引換えに複写物を受取る。　矛馴1が他の駐大学への依頼であるが，公立！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ頼する場合は従来通りの方法（窓口は附属図書　l「
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